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論文の内容および審査の要旨

　本論文では,傾 斜埋入 されたインプラントを想

定 した金型を用い,印 象材の硬度が作業用模型製

作過程におけるアナログの変位 に及ぼす影響が検

討 されている。本研究が遂行 された背景には,イ

ンプラン ト上部構造の長期的機能維持に求められ

る優れた適合性を得るために硬度の高い印象材が

推奨 されてきたものの,そ の根拠が明確ではな

かったこと,お よび臨床において症例によっては

高硬度の印象材が使用 しにくいことが挙げ られ る。

また松村 らによって,垂 直に埋入されたインプラ

ン トでは,印 象材の硬度に関わらず正確な作業用

模型が得 られることが実験的に示 されたため,申

請者は本研究に着想するに至った。

　 まず精密金型により基準模型 を作製 した。頬側
に30°傾斜 させたアバ ッ トメン トアナ ログを2本

植立(近 心側:s1,遠 心側:s2)し,そ れぞれ

近遠心側12.0mmに 測定基準のための基準アナロ

グを垂直に植立(近 心側:R1,遠 心側:R2)し た。

印象採得時には,S1,　 S2を パ ター ン用 レジンに

て連結 した。R1,　R2の 基準 レプ リカ用 コーピン

グは計測の基準とす るため,ト レー連結部 を介 し

て個人 トレーとネジ固定する構造 とした。印象材

は,低 硬度印象材としてエグザ ミックスファイン

インジェクションタイプ(以 下IJと 略す)と し,

高硬度印象材はエグザインプ ラン ト(以 下EIと

略す)と した。 また,　高硬度印象材による印象

採得は臨床に即 した手順 とするためアナログ周囲

に少量のIJを注入 し,　EIに て印象採得 を行った。

その後 アナログを締結,超 硬質石膏 を注入 して作

業用模型を製作した。試料数は,IJ群,　 EI群 それ

ぞれ5個 とした。変位量の計測には,三 次元座標

測定器 を用いた。R1とR2を 含 む基準平面 と座標

系 を設定 した。X,　Y,　Z軸 方向での変位量 およ

び三次元的変位量,お よびX軸 方向,Y軸 方 向に

おけるアバ ットメン トアナログの角度の変化を算

出 し た。 さ ら にS1,　 S2間 の 相 対 的 位 置 の 変 化 量

を 算 出 した 。 計 測 値 の 統 計 処 理 に はStudent-tテ

ス トを 用 い た。

　 R1,　 R2に 対 す るS1,　 S2の 変 位 量(平 均 ±SD)は

IJ群,　 EI群 の 順 にX軸 方 向 で-28.3±23.1μm,

-19 .4±15.0μm,Y軸 方 向 で-12.1±15.5μm,
-1

.3±16.0μm,Z軸 方 向 で-26.2±14.0μm,
-5

.2±19.0μmで あ り,Z軸 方 向 の み で 有 意 な差

が 認 め られ た(P<0.05)。 ま た,そ の 三 次 元 的 変

位 量 は,IJ群 で47.2±17.2μm,　 EI群 で は33.0±

13.3μmで あ り,IJ群,　 EI群 間 に 有 意 な 差 が 認 め

られ た(P<0.05)。 ま た基 準 模 型 に 比 較 し たS1,

S2の 角 度 の 変 化 量 は,　X軸 方 向 で-0.004±0.020°,

0.007±0.068°,Y軸 方 向 で0.15±0.087°,0.073

±0.044° で あ り,Y軸 方 向 に お い てIJ群,　 EI群 間

に 有 意 な 差 が 認 め られ た(P<0.05)。S1,　 S2間

の 相 対 的 位 置 の 変 位 量(平 均 ±SD)は,　 X軸 方 向

で17.4±15.0μm,8.4±10.0μm,Y軸 方 向 で5.8

±5.0μm,16.6±22.0μm,Z軸 方 向 で4.3±4.0μ

m,17.6±11.0μmで あ っ た 。 ま た,S1,　 S2間 の

相 対 的 位 置 の 三 次 元 的 変 化 量 は,19.6±13.2μm,

27.6±15.1μmで あ り,い ず れ に お い て も群 間 に

有 意 な 差 は な か っ た。

　 以 上 の 結 果 か ら,傾 斜 埋 入 され た イ ン プ ラ ン ト

の 印象 採 得 に低 硬 度 の 印 象 材 を 用 い た 場 合,作 業

用 模 型 に お い て ア ナ ロ グ が傾 斜 側 に 傾 斜 し,根 尖

側 方 向 へ 変 位 した が,臨 床 操 作 で の 調 整 範 囲 で あ

る こ と,上 部 構 造 の 適 合 は 良 好 で あ る こ と が示 さ

れ た。 ま た ア ナ ログ の 傾 斜,変 位 の 原 因 と して,

印 象 撤 去 時 に お け る印 象 材 の 変 形,印 象 用 コ ー ピ

ン グ に ス ク リュ ー 締 結 後 の 石 膏 硬 化 まで の 間 に 重

力 に よ る変 位 な ど に よ り,印 象 用 コ ー ピ ン グ が 印

象 材 中 で傾 斜 を 強 め る方 向 に変 位 す る こ と が考 え

られ た 。

　 本 論 文 に 対 す る 審 査 委 員 会 は,平 成25年12月

28日 に 行 わ れ た 。 ま ず 申 請 者 に よ り研 究 内 容 に

関 す る 説 明 が あ り,論 文 内容 の 検 討 と質 疑 応 答 が

行 わ れ た 。 質 疑 の 主 た る もの は,1)実 験 条 件 の

設 定,2)イ ンプ ラ ン ト上 部 構 造 の 咬合 調 整 量 推

定 の 根 拠,3)引 用 文 献 の 内 容 と本 研 究 との 関連

に つ い て で あ り,い ず れ に対 して も明 確 な回 答 が

得 られ た 。 ま た外 国 語 試 験 と して 英 文 和 訳 筆 記 試

験 が 実 施 され,十 分 な 英 文 読 解 能 力 を有 す る と判

断 され た。 以 上 の こ とか ら,審 査 委 員 会 は 申請 者

が 本 研 究 分 野 に お い て 広 範 な 学 識 を備 えて い る こ

と を認 め,本 論 文 が 学 位 授 与 に値 す る と判 定 した 。
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